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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

衣料品専門店
（営業担当）

販売量の動き ・８、９月に耐震補強工事を行い新装オープンしてか
ら、売上が良い。前年比105％と、単月売上で過去最
高であった前年同月を超えている。

やや良く
なっている

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

販売量の動き ・少し前があまりにひどかったため、３か月前に比べ
て上向きになっている。それでも例年に比べると良く
ないが、季節が変わってきて、やっと季節商品が売れ
るようになってきており、販売量もそこそこ増えてき
ている。

その他専門店
［雑貨］（従業
員）

お客様の様子 ・日常で必要な物だけではなく、余暇を楽しむような
物を求める客が多い。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・電話本数や、国内団体旅行の受注件数が増加してい
る。また、国内の個人旅行も増加している。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・旅客数がかなり増えている。また、団体客等、遠足
等秋の紅葉シーズンに向けて来客数がかなり増えてお
り、やや良くなっている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量は２～３倍となっているが、中身から言えば
損切りを含め、あまり良くない状況である。

変わらない 一般小売店［衣
料・雑貨］（経
営者）

お客様の様子 ・10月は温かく、秋物商品の動きが良かった。中高年
の売行きが良く、近隣の食品スーパーのオープンで人
の流れも良い。また、旅行シーズンでもあって、売上
に寄与している。明るいきれいな色の動きが良い。

一般小売店［文
房具］（経営
者）

販売量の動き ・商店街全体を見てみると、店の退店、交替等がかな
り多く、景気が悪い。しかし、幸いにも当店は同業者
が全く無くなってしまったので、前年度よりプラスと
いう状況を保っている。

一般小売店［酒
類］（経営者）

販売量の動き ・秋祭りのために祝い酒が売れた反面、事故米事件に
よって本格焼酎の販売が緩慢になっている。

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・金融危機の影響で、客は買い方に非常に慎重になっ
ており、買上点数が落ちている。このような状況は
ずっと続いており、悪いなりに同じような状況が続い
ている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・青果や一部加工食品等の商品については、価格を見
比べて購入を判断する客が増えている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・今月は週２回、家計応援という形である程度価格を
出したチラシを入れた。その結果、来客数は前年並み
まで戻ってきたが、やはり客は無駄遣いをしない、必
要のない物は安くても買わない。買上点数、買上単価
共に下がっており、特に買上単価は前年と比べると
100円近くも下がっている。

スーパー（統
括）

お客様の様子 ・客は、卵やしょう油等の安売り、価格訴求の商品に
ついては朝の開店から行列を作ってでも買い回る動き
があるが、その価格の安い商品のみを買ってそれで終
わりというような購買行動が多く見られる。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数は横ばいだが、単価が下がっている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数は、前年同月に比べて30％ほど多い。例年は
夏からだんだんと寒くなるにつれて来客数が減ってい
くのだが、今年はそれほどの落ち込みもなく、健闘し
ている。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・不景気や株価暴落の状態でも、多少は良くなったり
悪くなったりするものの、あまり変わらない。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・今月に入ってからの株の乱高下の後、株の安値更新
等のニュースが新聞で報道されるなか、客からの問い
合わせの電話の本数は、体感としては減っていない。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・例年と比べて客の数が急激に増えても減ってもいな
い。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・客の反応が悪い。

タクシー運転手 お客様の様子 ・世界的不況へ突入といったニュースが流れる中では
あるが、東京ではまだ１万円前後のカード客が深夜に
掛けて相当いるようである。10月においては、まだ悪
い感が無い。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・ケーブルテレビの収入は継続収入なので、景気の影
響を受けにくい。加入獲得は順調である。

家計
動向
関連



通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・地上デジタル放送への関心が高まってきており、デ
ジタルサービスの申込数はやや上向きと言えるが、高
速インターネットサービスの申込数は月額使用料を抑
えたい意向の客が多く、変わらず厳しい状況が続いて
いる。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・デジタルサービスへの加入は安定して増加している
が、インターネットサービスは通信速度の落ちる低価
格のサービスへ移行をする動きが目立つ。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・販売量が目標数字の30％台と、非常に悪い結果と
なっている。客に買い控えや様子見の傾向が見られ
る。住宅ローンも審査がやや厳しくなってきており、
ローンが通らなかった客も増えている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・近辺に日本最大のショッピングセンターができた影
響で、商店街の人通りが非常に少なくなっている。ま
た、景気の動向が非常に厳しいということで、客の来
店回数が減っている。

一般小売店［米
穀］（経営者）

単価の動き ・今年は前年より米の価格が上がっているが、大型店
は今、米がよく売れているため、セールをかけてい
る。客も事故米のことなど忘れて低価格帯の米を買っ
ている。米専門店は価格より品質重視で販売している
ため、販売量が減っている。少し低価格帯の米の販売
をする時期なのかと思案している。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

単価の動き ・来客数は前年並みに推移しているが、買上１点当た
りの単価は低下傾向にある。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

競争相手の様子 ・同業他社に情報を聞くと、相変わらず景気が良くな
いという会社と、逆に調子が良くてお茶の売行きも良
いという会社がある。大手を含む一部の勝ち組はまず
まずの景気かもしれないが、客の獲得が困難である中
小企業等の同業他社は、まだまだ景気低迷が進んでい
る状況である。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・衣料品全般が非常に厳しく、比較的購買単価の高い
層の来店が減少している。

百貨店（総務担
当）

競争相手の様子 ・多くの近隣同業店舗は９月の売上数字が前年を割り
込み、客単価も更に落ちてきている。食料品は104％
と健闘しているが、家具、家電を含めた家庭用品が
85％と落ち込みが激しい。

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・来客数の前年比に対してレジ口数の前年比が５％程
度下回り、１人当たりの購買点数の減少が見られる。
また、直近の当店及び周辺小売業の特典付きの販売企
画も前年を下回る傾向が見られ、慎重な購買態度が表
れている。

百貨店（広報担
当）

販売量の動き ・来客数が微減、それ以上に実際の買上客が減ってい
る。また、１人当たりの購買単価も前年を下回ってお
り、客の消費に対する慎重な姿勢がうかがえる。これ
まで売上を底堅く支えていたクレジットカード会社提
携のカード顧客も購買金額の低下が否めない。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・食料品関連では、食の安全性意識の高まりの影響も
あり、堅調に推移している。おせち料理の受注も、単
価が上がったにもかかわらず、人気商品については即
日完売の状況である。一方で宝飾品、服飾雑貨の動き
が非常に厳しく、大きな落ち込みが見られる。婦人服
の不調に加え装飾品関連の動きも鈍く、悪化の一途で
ある。優待販売等の施策についても需要喚起のインパ
クトに乏しく、限られた予算の中でカテゴリーを限定
して購入している様子がうかがえる。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・来客数は微増であるものの、売上にはつながらな
い。食品や日用品を少し買って帰る人が多く見受けら
れる。高額品の動きが本当に鈍っている。

百貨店（業務担
当）

販売量の動き ・前半は、大型セールを行ったこともありセール品を
中心にある程度の売上をキープ出来たが、中盤以降
は、通常商品も含めて相当に厳しい。食品だけは、前
年、予算共に達成しているが、特に服関係、婦人服、
紳士服を中心に売上が取れない。前年のキープもなか
なか難しく、大型セールを打った割には数字がいかな
いということを考えると、厳しいと言わざるをえな
い。



スーパー（統
括）

単価の動き ・当店の入っている大型ショッピンセンター内で、映
画の客単価が下がって来ている。客は、ファースト
デー、レディースデー等の価格サービスデーに集中
し、支払額に敏感になって来ている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・ここのところの急激な円高、急激な株安等で先行き
が一切見えない状況である。したがって、客の財布の
ひもが非常に固くなっている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・客は、単価も買上点数もなるべく控える等、調整し
ている。

スーパー（仕入
担当）

単価の動き ・世界的な不況感、物価高により、客の生活防衛意識
が非常に高まっている。客は必要な物しか買わず、ま
た、単価の低い物、安売りしている物しか購入しな
い。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・タスポの影響による来客数増は、７月からの経過と
共に減少してきており、客単価もダウンしている。た
ばこ以外の一般商品の伸張が悪い。特に米飯の伸びが
悪く、前年割れを起こしている。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・売上をとるために、このところバーゲンの数を１回
から２回に増やしている。しかしながら、超目玉品だ
けで帰ってしまう客が多い。来客数が増えてもなかな
か売上アップとはいかない。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・整備は順調に入っているが、販売は３割ほど減少し
ている。

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・周りの景気に左右されているのか、買い控えが多く
なっている。

乗用車販売店
（渉外担当）

販売量の動き ・燃料価格値下げで一服感はあったものの、急激な金
融不安のぼっ発による景気後退予想により買い控えに
拍車が掛かっており、販売量も前年比マイナス10％と
前月、前年割れとなっている。客足も前年並みで、
サービス売上高は前年比マイナス２％と微減で推移し
ている。顧客ニーズをしっかりとらえた販売戦略が必
然である。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・土日フェアの客が少なくなっている。新車販売台数
も前年の80％台、ガソリンは140円台となっている
が、そう簡単に購入促進にはつながっていない。

乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・トラックの販売の中で、荷主が今年前半まで結構好
調であった鉄、自動車の輸送を行っている客による
と、ここにきて相当の減車や輸送量減になっていると
いうことである。受注しても、途中から中止やペン
ディングになるケースがかなり発生しており、大型ト
ラック業界は困っている。全体的に景気が悪いため、
今まで好調だった自動車、鉄の部門まで悪くなってき
ている。

住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・来客数はある程度あるが、それが契約、販売までい
かないことがよくある。したがって、売上的にもそれ
ほど伸びが感じられない。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・ここにきて、以前から予約が入っていた金融関係の
会社からのキャンセルが３～４件ほどあり、かなり厳
しくなっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・レストランの客はここ２～３か月でかなり減ってき
ており、売上も随分悪くなっている。ケータリングの
方は、売上がやや悪くなっている程度である。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・結果的に１割くらい悪い。ただ、前年10月も良くな
かったので、前年と比べると１割くらいの悪さではあ
るが、この先が怖い。今はさほど見えていないが、い
ろいろなところで株価下落等いろいろなことの連鎖が
起きてくる。

都市型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・前年と比較し、急なキャンセルが増え、販売量も落
ちている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・原油価格は下がっているが、それが燃油サーチャー
ジ等にまだ反映されていない。

タクシー（団体
役員）

お客様の様子 ・契約顧客の業績に左右される事が多く、今月は特に
無線のオーダー、チケット利用枚数共に減少した。ま
た、一般客の乗車率も悪く、特に深夜繁華街での利用
客が極端に減少している。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・前年の受注状況よりもはるかに悪い。



通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・テレビ、ネット、電話すべて加入獲得の勢いが無く
なってきている。特に、レスポンス数が減少してい
る。中でもテレビは８月ごろより獲得が厳しくなって
おり、地デジのアンテナと光回線を使ったサービスと
の競争激化が原因となっている。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・他社から乗り換えることによって月額料金が下がる
インターネットと電話サービスについては堅調な伸び
をみせているが、契約することによって月額料金が上
がるテレビサービスについては苦戦している。

通信会社（総務
担当）

お客様の様子 ・戸建住宅に住む客からも解約の申出が増加してい
る。競合企業が戸建住宅エリアにおいても積極的に営
業展開を始めたようである。集合住宅も、解約するか
どうか微妙なところがいくつかある。

通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・販売量が前年比10％減となっている。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・前年同時期に比べ、来客数が約７～８％減少してい
る。その多くが一般の客である。

パチンコ店（経
営者）

来客数の動き ・朝もそうだが、特に夜のピーク時に、ライバル店を
含めて以前ほど来客数が伸びていない。

その他レジャー
施設［アミュー
ズメント］（職
員）

販売量の動き ・新製品のゲームソフトの販売数が落ちてきている。
予想していた販売数を下回る割合が増えてきている。
これは１つの製品についてではなく、全般にこの傾向
が見受けられるようになってきている。

その他レジャー
施設（経営企画
担当）

お客様の様子 ・プロ野球は、公式戦が終了してクライマックスシ
リーズで盛りあがっているものの、客の消費への姿勢
はシビアであり、プロ野球関連商品、サービスへの波
及に関しても財布のひもは固い。

その他サービス
［結婚式場］
（従業員）

お客様の様子 ・宴会の問い合わせは多いが、最初から予算オーバー
との理由で予約につながらない。前年と料金設定は変
わってないのに、高いと言われる回数が多くなってい
る。宴会、婚礼共に最低ランクの料理で良いという客
が多い。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・少々ではあるが土地の情報は出てはきているが、全
くと言えるほど計画にならず、また買い控えもあり、
ないと同じ状況である。また、法人、個人オーナーの
動きも全くない。

設計事務所（職
員）

お客様の様子 ・建設資材の高騰は頭打ちとなり、鉄鋼は逆に下がり
始めている。一方、銀行貸し渋りの影響や金融危機な
ど、金融情勢が不透明なことが主たる要因となって、
発注者、事業者側は注意深く動向を見極めている。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・客の決断が鈍い。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・10月に当地域で一番大きなイベントを行い、過去最
高の人出を記録している。しかし、売上はさほど伸び
ず、安いものが中心に売れている。恐らく、３連休を
安近短で済ませる家族が近場の当地域に集まったもの
とみえる。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・商店街の中の様子、会社の様子、来客数など、売
上、買上、どれを見ても良いところがない。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・10月後半に店内で売出しをしたが、客の動員が半減
している。客は、最近非常にガードを固くしていて、
物を買うことに対して慎重になっている。

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・家電製品の売上が段々と厳しくなっている。工事等
の話はきているが、家電製品については客からの話が
なく、動きがない。

一般小売店［家
具］（経営者）

来客数の動き ・全く景気が悪い。来客数、販売、売上高もさんざん
たる状況である。

一般小売店
［靴・履物］
（店長）

単価の動き ・新聞等の影響によるものなのか、実際よりも、客は
これからの景気がどうなのかということを気にしてい
る。客単価も、今まで9,000円ほどの物を履いていた
客が5,000円や、悪いときには2,000円ほどの安い物で
様子を見ている。買い控えと言うより、低い単価の物
を選んでいる。来客数も落ちている。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・防寒雑貨の動きを見ていると、トレンドのデザイン
の色等の動きは良いのだが、前年好調の良質素材から
今年は価格が下の素材にシフトしている。



百貨店（総務担
当）

それ以外 ・来客数、買上客数、客単価いずれも低迷している。
主たる原因は、食の安全管理への不信、アメリカ経済
を中心とした金融不安に基づく株価下落、円高による
更なる先行き実体経済の不安要素等で、消費者は一斉
に生活防衛へシフトしている。

百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・９月の米大手証券会社の倒産以来、高級ブランドを
中心に急激に売上が落ち込んでいる。比較的堅調なの
は食品のみである。来客数は前年並みなものの、食品
のみ買って速やかに退店する客が多く、他のフロアへ
の買い回りが見られない。

百貨店（販売管
理担当）

販売量の動き ・これまでは来客数の減少、購買客単価の低下が悪く
なる要因であったが、今月はそうしたことに加えて、
販売数量がそれ以上に減少し、１品当たりの単価も下
がっている。

百貨店（店長） 単価の動き ・10月の来客数は前年比98.9％、買上客数は同
99.7％、客単価は同97.8％、１品単価は同89.8％と
なっている。９月と比較すると、来客数、買上客数、
客単価についてはマイナス幅が改善されているが、１
品単価については前年割れ幅が更に拡大している。改
善要因としては、９月同様で食料品が商品値上げのマ
イナス影響があるなかでも、前年比104％と伸長して
いることがある。また、住関連も前年を超えている反
面、衣料品関連については、冬物に切替えになってい
るが、秋商戦同様に継続的不振が続いている。衣料品
関連の不振が客単価減、１品単価減の大きな要因であ
る。

百貨店（営業企
画担当）

単価の動き ・来客数、売上共に前年より減少しているが、来客数
のマイナス幅と比較して、売上のマイナス幅が大き
く、客単価の低下が顕著である。特に、ブランド品、
宝飾品等が大きく減少している。

スーパー（統
括）

販売量の動き ・生活防衛意識がますます強くなってきており、必要
最小限の物以外はほとんど買わないという風潮が更に
強くなってきている。景気はかなり厳しい状況になっ
ている。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・買い控えが極端に多くなっており、売上が非常に
減っている。また、来客数も３割ほど減っている。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・来客数は変わらないが、客単価がどんどん落ちてい
る。購買力が低下している傾向が顕著である。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・特に、夕方から夜にかけての来客数がかなり減って
いる。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・従前であれば、売上アップにつながるセールに対
し、客が全く反応しない。おにぎり100円均一セール
も売上が伸びず、商品の廃棄が大量に出ている。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・暖かい日が続き、客は秋物商品に全く興味を示さな
い。店頭の安い商品には動きがあるが、店内のプロ
パー商品には手も触れない。９、10月と、秋物商材は
全滅状態である。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・10月は平均気温が高いこともあり、薄物の重ね着で
間に合わせる人が多いため、ジャケット等の羽織物の
動きが悪く、単価が上がらない。売上は前年10月も悪
かったが、今年は更に減少し、前年比で12％減少して
いる。

衣料品専門店
（営業担当）

来客数の動き ・天候不順と株式の大暴落とが相まって客は用心して
おり、様子見といった状態である。

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・必要最小限の物だけを買う客が増えている。

家電量販店（統
括）

来客数の動き ・来客数及び単価が、共に下落している。年末商戦へ
の影響はかなり大きいと予測できる。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・当社は比較的高額車種を扱っているディーラーであ
るが、前年比20％以上の受注量の減少が見られる。ま
だ全般的に、更に悪化するのではないかと心配してい
る。

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・新型のＳＵＶ、軽のＳＵＶが投入されていたが、販
売が伸び悩んでいる。

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

競争相手の様子 ・競合店が出店したということもあるが、来客数の落
ち込みがなかなか止まらない。販促をやっても前年比
が難しいような状況である。



その他専門店
［服飾雑貨］
（統括）

お客様の様子 ・特に、週末を中心とした遠方からの車での来客数
が、減少傾向にある。

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・昼はさほどでもないが、夜はどんどん人通りが少な
くなり、日によっては全く人が歩いていないというこ
ともある。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・婚礼見込み客の来客数が劇的に減少している。前年
比15％ダウンである。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・国内外とも不安定な経済状況下であるので、客は、
なかなか余暇に使う余裕のお金がなく、外出も控えめ
になっており、販売量が伸び悩んでいる。

タクシー運転手 お客様の様子 ・町も閑散としており、とにかく長距離の客が非常に
減っている。

タクシー（団体
役員）

お客様の様子 ・乗車回数も減っており、１回当たりの金額も落ちて
いる。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・取引のある不動産デベロッパーの倒産が増えてお
り、必然的にそこに提供する予定であったケーブルテ
レビサービスが未提供となり、絶対販売機会が減少し
ている。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新築の建設が減少し、集合住宅の空室が多いため、
営業機会が減っている。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・高齢化になったせいか、客の来店サイクルが鈍く
なっている。

その他サービス
［立体駐車場］
（経営者）

お客様の様子 ・大勢の客が、景気が悪くて困ると言っている。

設計事務所（経
営者）

それ以外 ・耐震偽装事件があって以来、一般の客は新たな建築
の建て方に対して非常に疑問を持っている。いろいろ
営業面は尽くしているが、民間の仕事はなかなか伸び
ず、それにつながる要素はない。行政の仕事も、耐震
診断業務のみが発注されている。構造ができる人の人
数に制限があり、仕事が全体に行き渡っておらず、耐
震の仕事をやる人のみが仕事にありつけて、一般の人
は非常に困っている。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・仕事の減少と同時に、業者が逆に増えている。その
ため非常に低価格競争に拍車をかけ、厳しいどころか
それを通り過ぎたような状況である。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・仕事が極端に減少したことにより、官庁の入札で予
定価格の３分の１くらいで落札していることが多く
なってきている。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・アメリカの影響や銀行融資が厳しくなっていること
から、法人、個人への販売が進まない。建設業に関し
ても、公共工事の削減や新規設備投資の見合わせ等に
より、受注量は激減している。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・当地区の土地流通が大変悪く、分譲売出しを行って
もほとんど売れない。それによる新築も大幅に減少し
ている。また、建て替えの新築においても、ユーザー
が大変慎重になっており、決断しきれず、当月の受注
は激減である。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今までに切った見積がこのところ不思議と受注が決
まっている。

変わらない プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・全体に動きが悪すぎる。非常に悪い状態に特に変わ
りはない。

非鉄金属製造業
（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・売上は先月よりも良いのだが、良い時もあれば悪い
時もある。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・引き合いが全国から多数入ってくるが、その中で成
立するものが非常に少なくなっている状況が続いてい
る。

金融業（渉外・
預金担当）

取引先の様子 ・相変わらず受注が確保できておらず、減少傾向にあ
る。

社会保険労務士 取引先の様子 ・報酬が滞るなど、資金繰りの厳しい会社が増加して
いる。

その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・景気低迷の影響で、取引先に活気がなくなってきて
おり、受注量へも影響が出てきている。

企業
動向
関連



やや悪く
なっている

食料品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・外食産業、料理屋、飲み屋が得意先だが、景気が悪
いようである。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・６月の印刷用紙の値上げ、８月の封筒の値上げに続
き、10月１日から印刷資材が10～17％値上げになる。
これで印刷に必要なすべての原材料が値上がりするこ
とになる。今後、更に利益の圧迫は避けられそうにな
い。

出版・印刷・同
関連産業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・例年では、受注量、販売量共に多くなってくる時期
であるにもかかわらず、例年並みの量を確保できなく
なっている。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今年に入って相変わらず住宅関連部品の受注が減少
傾向で、前年同期に比べても２～３割減少している。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・６月くらいに１点と今月に１点、新製品を出したた
め売上としては同じくらいだが、それを出していな
かったら30％くらい落ち込んでいる。

その他製造業
［鞄］（経営
者）

取引先の様子 ・このところ加工場から仕事が欲しいとの連絡がある
が、すぐにはなかなか見つからないので、大変苦戦し
ている。なかには、30年以上も専属で取引していた得
意先から、今回で仕事は無いから他を探してくれと言
われた所もある。また、当社の得意先においても、最
近は企画を立てて実行するまで非常に時間がかかって
いる。

その他製造業
［ゲーム］（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・価格面の競争も激しい上に、仕事の本数自体も減っ
て来ている。

建設業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・株価急落や不動産業者等の相次ぐ倒産に、客は先行
きを見据えて事業計画を保留する場合が多くなってき
ている。

輸送業（財務・
経理担当）

それ以外 ・金融機関の折り返し融資が受けられず、新規融資も
受けられない。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・通信回線の新規契約数が減っている。

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・売買仲介は全く動かない。

不動産業（総務
担当）

競争相手の様子 ・販売中のマンションの売行きが、周辺競合物件の値
下げ等の影響を受けて明らかに悪化している。近々販
売する予定であったマンションも、販売時期の見直し
を検討しているところであり、具体的にいつごろに販
売すれば良いか、全く見通しが立たない。

広告代理店（経
営者）

取引先の様子 ・繁忙期を迎える前の秋口から多忙になってきたのは
例年通りだが、問い合わせの案件自体が縮小していた
り、受注確約と引換えにプラスのサービスを要求され
たりと、忙しい割に売上が上がらない。入札も企画費
持ち出しになる場合が増えている。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・商店街等でイベントを行っても、集客はできても以
前ほどの売上に結び付かない。

税理士 取引先の様子 ・顧問先に建設業者がいて、この冬の年明けごろまで
は業績が良かったが、不動産業や建設業が一般的に悪
くなった影響を受けて、注文が減ったり、建設自体が
無くなったり縮小したり等、大きな影響を受けてい
る。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・機械加工会社の受注状況はかなりの悪化である。企
業によっては50％減である。中堅介護サービス会社が
赤字に転落している。ある菓子製造中堅会社は堅調で
あり、コンビニ対象の商品が伸びており、安い物が売
れるという傾向に合致している。

司法書士 取引先の様子 ・銀行の貸出しの厳しさに中小企業が困っている。
その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

取引先の様子 ・建設、不動産業界の倒産が相次ぎ、新築マンション
建設が減少傾向となり、通信設備の設備投資が減少し
ている。

悪く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・個人、企業を問わず、贈答の品を買わないで必要な
品だけを買っている。

繊維工業（従業
員）

それ以外 ・組合員の取引状況から、製品が売れなくなっている
事実に加え、小売業からの注文を生産者として製品化
しても、原材料等コストアップ分を製品価格に上乗せ
することができず、従業員を解雇してでも事業の継続
を確保せざるを得ないところもあると聞いている。



出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

取引先の様子 ・得意先から発注される仕事量が前年同期より２～３
割減となっている。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・日に日に電話、ファックス、見積等の数が少なく
なってきている。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・当社は印鑑や印刷の仕事をしているが、ゴム印が全
く売れておらず、通常の７掛け、若しくは６掛けくら
いしか注文が無い。見積が来ても成約になることが無
く、流れてしまうことがある。

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・得意先の生産説明会等に出ていると、減産や減産計
画が出ている。また、当社に来ている内示もかなり
減ってきているので、かなり景気は悪くなってきてい
る。

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・生産計画をしていた工事が縮小したり、中止になっ
ている。また、価格の競争で安ければ仕事がある状態
である。仕事をしても利益につながらないが、社員を
遊ばせるわけにはいかないので受注して頑張ってい
る。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・当社に出入りしている業者に話を聞くと、ここのと
ころ材料が高くなったことや、新聞で書かれている円
高等、いろいろな要素が入り、仕事が少ないようであ
る。

建設業（経営
者）

取引先の様子 ・貸し渋りなどの影響で不動産、建築は倒産が相次
ぎ、同じ市内でまた１社倒産した。取引先も計画して
いた案件を様子見などで中断している所が多い。一般
ユーザーも様子見が続いている。

建設業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・大規模ショッピングセンターが周辺で数か所オープ
ン又は完成間近であり、客があちらこちら動いてい
る。大手建設業者が手掛けているため、地元業者は眺
めているだけであり、大手資本の傘下にいる者のみ動
きがある。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・このところ全く荷物の受注が無く、どこの同業者に
聞いても仕事が無い。これから先どうなるか不安であ
る。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今年４月以降、受注量、販売量が減ってきている。
米大手証券会社の破たんやアメリカで発したサブプラ
イムローン問題の影響が日本に押し寄せてきた結果、
倒産件数も非常に多くなり、それが中小企業にまで及
んできている。

輸送業（営業統
括）

受注量や販売量
の動き

・９月に自動車部品関連の顧客が倉庫を契約したが、
今月、違約金を払って解約した。他の倉庫でも、ほぼ
決まりかけていたが取りやめる等、受注が厳しくなっ
てきている。

輸送業（総務担
当）

それ以外 ・年度始めから輸送量が激減しており、あっても単価
の安い物ばかりである。その売上の少ない時期の資金
減が、今にまで影響している。

通信業（総務担
当）

それ以外 ・販売店での買い控え状態が継続している。

金融業（従業
員）

それ以外 ・投資案件が増えているが、投資候補先企業から競合
他社の倒産情報等を聞いたり、以前投資していた会社
が倒産したりしている。

金融業（審査担
当）

取引先の様子 ・景気の先行きが不透明なためか、設備投資に消極的
になっている企業が増加している。また、運転資金に
ついては、借入れせず、自己資金でまかなう動きがあ
り、資金需要は低迷している。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・取引先の法人客の受注量が、やはりかなり減ってい
る。また、原材料等の高騰や、原油、ガソリン等の価
格がまだまだ高く費用がかさむため、取引先の利幅が
減っている。これらのことから、融資の延滞がかなり
増えている。

不動産業（従業
員）

取引先の様子 ・土地、建物共に、業者間においても数か月に渡り売
買実績がないという所が多い。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・関係している中小企業の支援機関の事業、設備資金
融資の利用数は、前年の半分程度の利用で推移してい
る。特に金額が大きい金型関連の企業からの申込が減
少している。受注先の業績の落ち込みから、今後の動
向に警戒感が強くなり、設備投資を先送りしているの
は明らかである。



その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・ビルの維持管理をしているが、契約先のビルの売却
により解約が２件発生している。サブプライムローン
問題の影響で世界規模の金融破たんの影響と思われ
る。

その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・見積等の案件が激減している。

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（経営
者）

取引先の様子 ・建設業、不動産業、製造業の顧客で取引条件の変
更、値引き等の話が多くなっている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・２、３か月前よりは計画、実行どおりの売上増と
なっているが、例年９、10月はもっと圧倒的な分量、
数で業務が増大する時期なので、例年に比べるとそれ
がない。周囲を見ても相対的にそういう状況ではな
い。募集どころではなく、業務を縮小している所もあ
るし、減った人数のまま我慢してやっている所も増え
ており、かなり厳しい。

変わらない 人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・派遣受注が日増しに厳しくなってきている。取引先
からの増員の発注がほとんどない。

人材派遣会社
（業務担当）

求職者数の動き ・求人広告費に対する反響が良い状態が続いており、
派遣先に人員を派遣しやすくなっている。当社として
はまずまずの景気といえる。しかし、求職者との個別
の面談で、業績悪化や倒産により転職を余儀なくさ
れ、求職中に派遣で働こうと考える人が増加してい
る。

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・求人数や求職者数は、相変わらず少なくなっている
が、一方、一部ではあるが料金改定をしてくれる企業
もある。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・人件費の削減のため、設定より低い料金を求めてく
る企業が多く、求職者と企業との兼ね合いが取れな
い。

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・雇用形態の変更に加え、受注量が若干減少してい
る。

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・派遣社員の各会社からの注文に対して、当社にて人
選を行っている。今までは注文がさばききれず、優先
順位をつけて対応していたが、注文がどんどん少なく
なって来ており、優先順位をつけるまでもなくなって
いる。

求人情報誌製作
会社（編集担
当）

雇用形態の様子 ・中小企業等で欠員募集の際、正社員ではなくパー
ト、アルバイトに切り替えるケースが増えている。

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人数が前年同月比20％以上減少している。企
業からの聞き取りでは余剰感の広がりも見られ始めて
いる。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・求職者数が前年同時期と比べて増えており、また相
談で窓口に来場する求職者数も増えている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・５月より連続して月間有効求人数が前年比で減少し
ている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者数が前年同月比15％増加している。事業
主都合による離職者及び、勤務時間や勤務日数の減少
を理由とした在職求職者が増加している。

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・３か月前と比べると求人数、求職者数は微増微減に
とどまっているが、就職件数、充足数は大きく減少し
ている。即戦力となる人材確保のため、企業が雇用に
対して慎重になっている姿勢がうかがえる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・４月以降増加に転じた有効求職者数、４～６月には
２けたの減少幅を示した。有効求人数の減少傾向につ
いては当面継続すると考えられ、有効求人倍率は４月
以降１倍を割り込んだ状態で推移している。企業業
種、問い合わせ理由は不明だが、10月に入り雇用調整
助成金に関する相談が２件ある。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人の低減傾向と、新規求職の漸増傾向が止ま
らない状況である。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・クライアント企業の求人は今までは中期的に出てき
た所が多いが、その多くが消えてきており、採用がか
なり極端に減ってきている。

雇用
関連



学校［専修学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・獲得求人数が、前年同月比で20％程度は減少してい
る。

学校［短期大
学］（就職担
当）

採用者数の動き ・事務職での正社員求人募集が今月は１件もなかっ
た。販売職の募集はあり、学生が応募しているが、な
かなか内定には至らない。

悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・人員削減の話はあっても、求人数、新しい求人は全
くない。

求人情報誌製作
会社（編集者）

採用者数の動き ・中堅以下の企業は軒並み採用を見送る方向で検討、
採用数を減らす方向で進んでいる。

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

求人数の動き ・新聞広告が前年比65％ダウンし、普段ならあっとい
う間に満枠になってしまう転職イベントブースが全く
売れず、締切り間際になっても半分以上が売れ残って
いる。もはや壊滅的である。

民間職業紹介機
関（職員）

採用者数の動き ・企業側の選考に対する目線が一段と上がってきてお
り、書類通過率、面接合格率が更に下がってきてい
る。業績見込みや心理状況が更に悪化している様子で
ある。通常は中途採用が先に悪化し、その後新卒採用
へも波及していくが、新卒採用の影響も出てくる可能
性が高い。


